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金
水
敏
教
授
略
歴
・
業
績
目
録

（
学
歴
）

一
九
七
九
年
三
月　

東
京
大
学
文
学
部
卒
業

一
九
八
一
年
三
月　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
課
程
修
士
課
程
修
了

一
九
八
二
年
三
月　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
課
程
博
士
課
程
退
学

　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
（
文
学
）（
大
阪
大
学
）

（
職
歴
）（
併
任
、
非
常
勤
等
に
つ
い
て
は
省
略
）

一
九
八
二
年
四
月　

東
京
大
学
文
学
部
助
手

一
九
八
三
年
四
月　

神
戸
大
学
教
養
部
講
師

一
九
八
七
年
四
月　

大
阪
女
子
大
学
助
教
授

一
九
九
〇
年
四
月　

神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
八
年
四
月　

大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授　
（
一
九
九
九
年
四
月
、
大
学
院
文
学
研
究
科
に
配
置
換
え
と
な
る
）

二
〇
〇
一
年
四
月　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

　

二
〇
〇
七
年
四
月
〜
二
〇
一
一
年
三
月　

大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
長

　

二
〇
一
六
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
三
月　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長

　

二
〇
二
〇
年
一
二
月　

日
本
学
士
院
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
大
学
栄
誉
教
授

二
〇
二
二
年
三
月　

定
年
退
職
（
予
定
）
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論
著
目
録
　
公
刊
さ
れ
た
著
書
と
論
文
の
み
を
掲
載
。

　

詳
し
い
論
著
目
録
は
、Research M

ap （https://researchm
ap.jp/read0015117

） 

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
共
著
）	

『
音
訓
篇
立
索
引
』
古
辞
書
音
義
集
成
第
二
十
巻	

一
九
八
六
年
五
月	

汲
古
書
院

（
共
著
）	

『
指
示
詞
』
日
本
語
文
法
セ
ル
フ
・
マ
ス
タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
４	

一
九
八
九
年
五
月	

く
ろ
し
お
出
版

（
共
著
）	

『
指
示
詞
』
日
本
語
研
究
資
料
集	

一
九
九
二
年
一
〇
月	

ひ
つ
じ
書
房

（
共
著
）	

『
文
法
』
岩
波
講
座 

言
語
の
科
学
５	

一
九
九
七
年
一
一
月	

岩
波
書
店

（
共
著
）	

『
意
味
と
文
脈
』
現
代
言
語
学
入
門
４	

二
〇
〇
〇
年
三
月	

岩
波
書
店

（
共
著
）	

『
時
・
否
定
と
取
り
立
て
』
日
本
語
の
文
法
２	

二
〇
〇
〇
年
一
一
月	

岩
波
書
店

	

『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語 

役
割
語
の
謎
』も
っ
と
知
り
た
い
！ 

日
本
語
７	

二
〇
〇
三
年
一
月	�



岩
波
書
店

	

日
本
語
存
在
表
現
の
歴
史	

二
〇
〇
六
年
二
月	

ひ
つ
じ
書
房

（
編
著
）	

役
割
語
研
究
の
地
平	

二
〇
〇
七
年
九
月	

く
ろ
し
お
出
版

（
共
編
著
）	

『
日
本
語
史
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
』
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
４	

二
〇
〇
八
年
七
月	

岩
波
書
店

（
編
著
）	

役
割
語
研
究
の
展
開	

二
〇
一
一
年
五
月	

く
ろ
し
お
出
版

（
共
著
）	

『
文
法
史
』
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
３	

二
〇
一
一
年
七
月	

岩
波
書
店

（
共
編
）	

歴
史
語
用
論
の
世
界
―
文
法
化
・
待
遇
表
現
・
発
話
行
為	

二
〇
一
四
年
六
月	

〝
ひ
つ
じ
書
房
〟

（
共
編
）	

ド
ラ
マ
と
方
言
の
新
し
い
関
係
： 『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
か
ら
『
八
重
の
桜
』、
そ
し
て
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
へ

		


二
〇
一
四
年
八
月	

笠
間
書
院

	

コ
レ
モ
日
本
語
ア
ル
カ
？
―
異
人
の
こ
と
ば
が
生
ま
れ
る
と
き （
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
！ 
日
本
語
）

		

二
〇
一
四
年
九
月	

岩
波
書
店 

（
編
著
）	

〈
役
割
語
〉
小
辞
典	
二
〇
一
四
年
九
月	

研
究
社

168
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〈
論
文
〉

人
を
主
語
と
す
る
存
在
表
現
―
天
草
版
平
家
物
語
を
中
心
に
―

		


一
九
八
二
年
一
二
月	�

『
国
語
と
国
文
学
』
五
九-

一
二　

東
京
大
学
国
語

国
文
学
会

「
代
名
詞
」「
連
体
詞
」「
感
動
詞
」「
修
飾
語
」「
独
立
語
」	

一
九
八
三
年
七
月	�

『
文
法 

付
辞
書
』
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
第
一
二

巻　

明
治
書
院

上
代
・
中
古
の
ヰ
ル
と
ヲ
リ
―
状
態
化
形
式
の
推
移
―	

一
九
八
三
年
九
月	�

『
国
語
学
』
一
三
四
集　

国
語
学
会

て
に
を
は
の
敬
語
法	

一
九
八
四
年
九
月	�

『
研
究
資
料
日
本
文
法 

第
九
巻 

敬
語
法
編
』　

明
治

書
院

談
話
標
識
の
諸
レ
ベ
ル
―
談
話
管
理
理
論
の
視
点
か
ら
―	

一
九
九
五
年
五
月	�

『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
』
九
五-

五
二　

情
報

処
理
学
会

「
い
る
」「
お
る
」「
あ
る
」
―
存
在
表
現
の
歴
史
と
方
言
―	

一
九
八
四
年
一
一
月	�

『
ユ
リ
イ
カ
』
一
六-

一
二　

青
土
社

名
詞
の
指
示
に
つ
い
て	

一
九
八
六
年
三
月	�

『
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』　

明
治
書
院

連
体
修
飾
成
分
の
機
能	

一
九
八
六
年
三
月	�

『
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
国
語
研
究
論
集
』　

明
治

書
院

「
人
物
の
呼
称
」「
コ
・
ソ
・
ア
」「
イ
ル
と
ア
ル
」	

一
九
八
七
年
四
月	�



寺
村
秀
夫
［
ほ
か
］（
編
）『
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
日
本

文
法
』　

明
治
書
院

言
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス	
一
九
八
八
年
一
月	

『
言
語
生
活
』
第
四
三
四
号

（
共
著
）	

祭
文
・
表
白
・
願
文	
一
九
八
八
年
三
月	�



高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
（
編
）『
高
山
寺
古

典
籍
纂
集
』
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
七
冊　

東
京
大

学
出
版
会

デ
ー
タ
の
蓄
積	

一
九
八
八
年
一
一
月	

『
日
本
語
学
』
七-

一
二　

明
治
書
院

169
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「
釈
迦
如
来
五
百
大
願
巻
上
下
」「
倶
舎
論
中
不
染
無
知
断
位
料
簡
」「
大
宝
広
博
楼
閣
善 

住
秘
密
陀
羅
尼
経
巻
上
中
下
」「
棺
カ
ラ
ク
ル
様
或
人
説
」（
解
題
）

		


一
九
八
八
年
一
二
月	�

『
高
山
寺
善
本
図
録
』　

東
京
大
学
出
版
会

（
共
著
）	
「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
本
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一 

解
題
」	

二
〇
一
四
年
三
月	�

『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
蔵 

金
剛
寺
蔵 

摩
訶
止

観 

巻
第
一
』日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
七
輯
、
国
際

仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所 

文
科
省

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

代
名
詞
と
人
称	

一
九
八
九
年
三
月	�

『
講
座 

日
本
語
と
日
本
語
教
育
』
第
四
巻　

明
治
書

院

敬
語
優
位
か
ら
人
称
性
優
位
へ
―
国
語
史
の
一
潮
流
―	

一
九
八
九
年
三
月	�

『
女
子
大
文
学
（
国
文
篇
）』
第
四
〇
号　

大
阪
女
子

大
学

Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
索
引	

一
九
八
九
年
四
月	

『
言
語
』
一
八-

四　

大
修
館
書
店

「
報
告
」
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き	

一
九
八
九
年
八
月	�



仁
田
義
雄
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
語
の
モ
ダ
リ

テ
ィ
』　

く
ろ
し
お
出
版

方
向
と
選
択
―
コ
チ
ラ
類
の
指
示
詞
―	

一
九
九
〇
年
三
月	

『
日
本
語
学
』
九-

三　

明
治
書
院

述
語
の
意
味
層
と
叙
述
の
立
場	

一
九
九
〇
年
三
月	�

『
女
子
大
文
学
（
国
文
篇
）』
第
四
一
号　

大
阪
女
子

大
学

「
役
割
」
に
つ
い
て
の
覚
書	

一
九
九
〇
年
四
月	�

『
こ
と
ば
の
饗
宴
―
―
う
た
げ 

筧
壽
雄
教
授
還
暦

記
念
論
集
』　

く
ろ
し
お
出
版

（
共
著
）	

談
話
管
理
理
論
か
ら
み
た
日
本
語
の
指
示
詞	
一
九
九
〇
年
五
月	�



日
本
認
知
科
学
会
（
編
）『
認
知
科
学
の
発
展
』
第

３
巻　

講
談
社

メ
ン
タ
ル
・
ス
ペ
ー
ス
理
論
を
中
心
に
―
認
知
科
学
的
観
点
か
ら
―	

一
九
九
〇
年
一
一
月	�

K
LS 

一
〇
：Proceedings of Fourteenth A

nnual 

M
eeting of the K

ansai Linguistic Society

170
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伝
達
の
発
話
行
為
と
日
本
語
の
文
末
形
式	

一
九
九
一
年
三
月	�

『
紀
要
』
第
一
八
号　

神
戸
大
学
文
学
部

解
題
編 
第
Ⅰ
部 
蘭
学
資
料	

一
九
九
一
年
三
月	�



大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
編
）『
大
阪
女
子
大

学
蔵 

蘭
学
英
学
資
料
選
』

受
動
文
の
歴
史
に
つ
い
て
の
一
考
察	

一
九
九
一
年
三
月	

『
国
語
学
』
第
一
六
四
集　

国
語
学
会

Carlson 

の O
ntology 

と
日
本
語	

一
九
九
一
年
一
一
月	��

K
LS 

一
一
：Proceedings of Fifteenth A

nnual 

M
eeting of the K

ansai Linguistic Society

談
話
管
理
理
論
か
ら
み
た
「
だ
ろ
う
」	

一
九
九
二
年
三
月	�

『
紀
要
』
第
一
九
号　

神
戸
大
学
文
学
部

ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
―
語
用
論
に
よ
る
漫
才
の
会
話
の
分
析
―	

一
九
九
二
年
六
月	�



大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
（
編
）『
上
方
の
文

化 

上
方
こ
と
ば
の
今
昔
』
上
方
文
庫
一
三　

和
泉

書
院

A
W

K

に
よ
る
テ
キ
ス
ト
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
術	

一
九
九
二
年
六
月	�

『
日
本
語
学
』
一
一-

六　

明
治
書
院

（
共
著
）	

日
本
語
指
示
詞
研
究
史
か
ら
／
へ	

一
九
九
二
年
一
〇
月	�



金
水
敏
［
ほ
か
］（
編
）『
指
示
詞
』
日
本
語
研
究
資

料
集　

ひ
つ
じ
書
房

欧
文
翻
訳
と
受
動
文
―
江
戸
時
代
を
中
心
に
―	

一
九
九
二
年
一
一
月	�

『
文
化
言
語
学
―
―
そ
の
提
言
と
建
設
―
―
』　

三

省
堂

受
動
文
の
固
有
・
非
固
有
性
に
つ
い
て	

一
九
九
三
年
二
月	�



近
代
語
学
会
（
編
）『
近
代
語
研
究
』
第
九
集　

武

蔵
野
書
院

〈
言
語
学
の
最
新
情
報
〉
―
日
本
語
学 

終
助
詞
ヨ
・
ネ
―	
一
九
九
三
年
四
月	�

『
言
語
』
二
二-

四　

大
修
館
書
店

終
助
詞
ヨ
・
ネ
の
意
味
論
的
分
析	
一
九
九
三
年
五
月	�

『
学
習
と
対
話
』
九
三-

一　

日
本
認
知
科
学
会 

学

習
と
対
話
研
究
分
科
会
資
料

古
事
記
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト	

一
九
九
三
年
七
月	�

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
八-

七　

至
文
堂

状
態
化
形
式
の
推
移
補
記	

一
九
九
三
年
一
〇
月	�



松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会
（
編
）『
国
語
研
究
』　

明

171
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治
書
院

文
学
部
生
に
パ
ソ
コ
ン
を
教
え
る	

一
九
九
三
年
一
二
月	�

『
情
報
処
理
語
学
文
学
研
究
会
会
報
』
第
一
四
号

古
典
語
の
「
ヲ
」
に
つ
い
て	

一
九
九
三
年
一
二
月	�



仁
田
義
雄
（
編
）『
日
本
語
の
格
を
め
ぐ
っ
て
』　

く

ろ
し
お
出
版

談
話
標
識
の
諸
レ
ベ
ル
―
談
話
管
理
理
論
の
視
点
か
ら
―	

一
九
九
四
年
五
月	�

『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
』
九
四-

四
五
（
九
四

-CH
-

二
二
）
情
報
処
理
学
会

連
体
修
飾
の
「
～
タ
」
に
つ
い
て	

一
九
九
四
年
六
月	�



田
窪
行
則
（
編
）『
日
本
語
の
名
詞
修
飾
表
現
』　

く

ろ
し
お
出
版

日
本
語
の
状
態
化
形
式
の
構
造
に
つ
い
て	

一
九
九
四
年
九
月	�

『
国
語
学
』
一
七
八
集　

国
語
学
会

パ
ソ
コ
ン
実
習
に
お
け
る
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用	

一
九
九
五
年
二
月	�

『
人
文
学
と
情
報
処
理
』
六
号　

勉
誠
社

ど
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
た
い
？ 

ど
ん
な
ユ
ー
ザ
に
な
り
た
い
？
― 

’94 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ユ
ー
ザ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
報
告 

―

		


一
九
九
五
年
三
月	�

『M
A

GE

』
一
七-

二　

神
戸
大
学
総
合
情
報
処
理

セ
ン
タ
ー

談
話
標
識
の
諸
レ
ベ
ル
―
談
話
管
理
理
論
の
視
点
か
ら
―	

一
九
九
五
年
五
月	�

『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
』
九
五-

五
一　

情
報

処
理
学
会

「
語
り
の
ハ
」
に
関
す
る
覚
書	

一
九
九
五
年
五
月	�



益
岡
隆
志
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
語
の
主
題
と
取
り

た
て
』　

く
ろ
し
お
出
版

「
進
行
態
」
と
は
な
に
か	

一
九
九
五
年
七
月	�

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
六
〇-

七　

至
文
堂

K
H

A
N

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ	
一
九
九
五
年
一
〇
月	�

『M
A

GE

』
一
八-

一　

神
戸
大
学
総
合
情
報
処
理

セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
利
用
の
現
状
と
課
題
―
国
語
史
―	

一
九
九
五
年
七
月	�

『
日
本
語
学
』
一
四-

八　

明
治
書
院

い
わ
ゆ
る
「
進
行
態
」
に
つ
い
て	

一
九
九
五
年
一
〇
月	�



築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
会
（
編
）『
築
島
裕
博
士
古
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稀
記
念 

国
語
学
論
集
』　

汲
古
書
院

日
本
語
史
か
ら
み
た
助
詞	

一
九
九
五
年
一
一
月	�

『
言
語
』
二
四-

一
一　

大
修
館
書
店

敬
語
と
人
称
表
現
―
「
視
点
」
と
の
関
連
か
ら
―	

一
九
九
五
年
一
二
月	�

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
〇-

一
四　

學

燈
社

（
共
著
）
対
話
と
共
有
知
識
―
談
話
管
理
理
論
の
立
場
か
ら
―	

一
九
九
六
年
一
月	�

『
言
語
』
二
五-

一　

大
修
館
書
店

日
本
語
の
存
在
表
現
の
地
理
的
分
布
と
歴
史
的
解
釈	

一
九
九
六
年
三
月	�

『
文
化
学
年
報
』
第
一
五
号　

神
戸
大
学
大
学
院
文

化
学
研
究
科

「
お
る
」
の
機
能
の
歴
史
的
考
察	

一
九
九
六
年
六
月	�



山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
会
（
編
）『
山
口
明
穂
教

授
還
暦
記
念 

国
語
学
論
集
』　

明
治
書
院

（
共
著
）
複
数
の
心
的
領
域
に
よ
る
談
話
管
理	

一
九
九
六
年
八
月	�

『
認
知
科
学
』
三-

三　

日
本
認
知
科
学
会

（
共
著
）
応
答
詞
・
感
動
詞
の
談
話
的
機
能	

一
九
九
七
年
五
月	�



音
声
文
法
研
究
会
（
編
）『
文
法
と
音
声
』　

く
ろ
し

お
出
版

現
在
の
存
在
を
表
す
「
い
た
」
に
つ
い
て
―
国
語
史
資
料
と
方
言
か
ら
―	

一
九
九
七
年
一
〇
月	�



川
端
善
明
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
語
文
法 

体
系
と

方
法
』　

ひ
つ
じ
書
房

方
便
智
院
聖
教
目
録
（
翻
字
・
解
題
）、
唐
本
一
切
経
目
録
書
名
索
引
（
共
著
）	

一
九
九
八
年
一
月	�



高
山
寺
典
籍
文
書
調
査
団
（
編
）『
明
恵
上
人
資
料

第
四
』
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
八
冊　

東
京
大
学
出

版
会

（
共
著
）
談
話
管
理
理
論
に
基
づ
く
「
よ
」「
ね
」「
よ
ね
」
の
研
究	
一
九
九
八
年
二
月	�



堂
下
修
司
［
ほ
か
］（
編
）『
音
声
に
よ
る
人
間
と
機

械
の
対
話
』　

オ
ー
ム
社

い
わ
ゆ
る
、
ム
ー
ド
の
「
タ
」、
に
つ
い
て
―
状
態
性
と
の
関
連
か
ら
―	

一
九
九
八
年
二
月	�

『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念 

国
語

研
究
論
集
』　

汲
古
書
院

計
算
機
に
よ
る
古
典
籍
資
料
の
組
版
・
印
刷
に
つ
い
て	

一
九
九
八
年
三
月	�

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』　

記
念
特
輯　

訓
点
語
学
会
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「
あ
り
」「
ゐ
る
」「
を
り
」
＝
存
在
の
表
現
の
意
義	

一
九
九
八
年
一
〇
月	�

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
三-

一
一　

學

燈
社

「
移
動
表
現
」「
感
嘆
表
現
」「
敬
語
動
詞
」「
視
点
と
敬
語
」（
新
し
い
古
典
文
法
の
キ
ー
ワ
ー
ド
）

		�




一
九
九
八
年
一
〇
月	�

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
三-

一
一　

學

燈
社

補
説 

日
本
語
史	

一
九
九
九
年
一
月	�



西
光
義
弘
（
編
）『
日
英
語
対
照
に
よ
る 

英
語
学
概

論 

増
補
版
』
く
ろ
し
お
出
版

LaT
eX

 

に
よ
る
古
典
籍
の
コ
ー
ド
化
に
つ
い
て	

一
九
九
九
年
五
月	�

『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
』
九
九-

四
三　

情
報

処
理
学
会

大
阪
方
言
の
特
殊
拍
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
―
『
大
阪
・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
音
声
辞
典CD

-RO
M

』
に
よ
る
―

		


一
九
九
九
年
六
月	�



音
声
文
法
研
究
会
（
編
）『
文
法
と
音
声 

Ⅱ
』　

く

ろ
し
お
出
版

日
本
語
の
指
示
詞
に
お
け
る
直
示
用
法
と
非
直
示
用
法
の
関
係
に
つ
い
て	

一
九
九
九
年
七
月	�

『
自
然
言
語
処
理
』
六-

四　

言
語
処
理
学
会

近
代
語
の
状
態
化
形
式
の
構
造	

一
九
九
九
年
一
〇
月	�



近
代
語
学
会（
編
）『
近
代
語
研
究
』第
一
〇
集　

武

蔵
野
書
院

（
共
著
）
複
数
の
心
的
領
域
に
よ
る
談
話
管
理	

二
〇
〇
〇
年
八
月	�



坂
原
茂
（
編
）『
認
知
言
語
学
の
発
展
』　

ひ
つ
じ
書

房
（
田
窪
・
金
水
1
9
9
6
を
一
部
改
変
し
た
も

の
）

指
示
詞
―
直
示
再
考
―	
二
〇
〇
〇
年
一
一
月	�



中
村
明
（
編
）『
現
代
日
本
語
必
携
』
別
冊
國
文
學
、

N
o.

五
三　

學
燈
社

役
割
語
探
求
の
提
案	

二
〇
〇
〇
年
一
一
月	�



佐
藤
喜
代
治
（
編
）『
国
語
史
の
新
視
点
』
国
語
論

究
、
第
八
集　

明
治
書
院
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文
法
化
と
意
味
―
「
～
お
る
（
よ
る
）」
論
の
た
め
に
―	

二
〇
〇
一
年�

二
月	�

『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』四
六-

二　

學
燈
社

テ
ン
ス
と
情
報	

二
〇
〇
一
年
一
二
月	�



音
声
文
法
研
究
会
（
編
）『
文
法
と
音
声 

Ⅲ
』　

く

ろ
し
お
出
版

平
安
時
代
の
「
を
り
」
再
考
―
卑
語
性
の
検
討
を
中
心
に
―	

二
〇
〇
二
年
三
月	�

『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
二　

大

阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

（
共
著
）
高
山
寺
「
観
智
記
」
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
・
解
題
並
び
に
翻
刻	

二
〇
〇
二
年
三
月	�

『
実
践
国
文
学
』
第
六
一
号　

実
践
女
子
大
学

古
典
籍
の
組
版
・
印
字
に
つ
い
て	

二
〇
〇
二
年
三
月	�

『
懐
徳
』
第
七
〇
号　

懐
徳
堂
記
念
会

日
本
語
の
構
文
論	

二
〇
〇
二
年
四
月	�

『
文
法
』
現
代
日
本
語
講
座
、
五　

明
治
書
院

「
音
便
」「
係
り
受
け
」「
学
校
文
法
」「
活
用
」「
言
語
過
程
説
」「
所
動
詞
」「
助
動
詞
の
相
互
承
接
」「
陳
述
論
」「
伝
統
文
法
」「
時
枝
単
位
」「
取
り
立
て
助
詞
」「
能
動

詞
」「
橋
本
単
位
」「
ハ
の
ピ
リ
オ
ド
越
え
」「
品
詞
」「
文
節
」「
ラ
イ
マ
ン
の
法
則
」「
連
濁
」「
連
文
節
」

		


二
〇
〇
二
年
八
月	�



日
本
認
知
科
学
会
（
編
）『
認
知
科
学
辞
典
』　

共
立

出
版
株
式
会
社

日
本
語
文
法
の
歴
史
的
研
究
に
お
け
る
理
論
と
記
述	

二
〇
〇
二
年
九
月	�



日
本
語
文
法
学
会
（
編
）『
日
本
語
文
法
』
二-

二　

く
ろ
し
お
出
版

近
代
語
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ	

二
〇
〇
二
年
一
一
月	�

『
国
語
と
国
文
学
』
七
九-

一
一　

東
京
大
学
国
語

国
文
学
会

（
共
著
）
指
示
詞
の
歴
史
的
・
対
照
言
語
学
的
研
究
―
日
本
語
・
韓
国
語
・
ト
ル
コ
語
―

		�



二
〇
〇
二
年
一
一
月	�



生
越
直
樹
（
編
）『
対
照
言
語
学
』
シ
リ
ー
ズ
言
語

科
学
、
四　

東
京
大
学
出
版
会

存
在
表
現
の
構
造
と
意
味	

二
〇
〇
二
年
一
二
月	�



近
代
語
学
会（
編
）『
近
代
語
研
究
』第
一
一
集　

武

蔵
野
書
院

恵
果
和
尚
之
碑
文 

一
帖
（
第
一
部
二
一
一
号
）
凡
例
、
影
印
、
訳
文
、
訓
点
要
語
索
引
、
解
題
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二
〇
〇
三
年
八
月	�



高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
（
編
）『
高
山
寺
古

訓
点
資
料 

第
四
』
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
十
三
冊　

東
京
大
学
出
版
会

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
趣
旨
と
経
緯
」「
文
法
史
の
捉
え
方
―
生
成
文
法
と
機
能
言
語
学
を
中
心
に
―
」「
自
由
討
議
の
概
要
」「
総
括
」

		


二
〇
〇
三
年
一
〇
月	�

『
国
語
学
』五
四-

四 （
通
巻
二
一
五
号
）　

国
語
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〝
係
り
結
び
〟
か
ら
見
え
る
も
の
―
古
い
問
題
へ
の
新
し
い
取
り
組
み
―
（
総
括
）

		


二
〇
〇
三
年
一
〇
月	�

K
L

S 

二
三
：Proceedings of the T

w
enty-

seventh A
nnual M

eeting O
ctober 

二
六-

二

七
、
二
〇
〇
二　

関
西
言
語
学
会

ラ
抜
き
言
葉
の
歴
史
的
変
化	

二
〇
〇
三
年
四
月	

『
言
語
』
三
二-

四　

大
修
館
書
店

所
有
表
現
の
歴
史
的
変
化	

二
〇
〇
三
年
一
一
月	�

『
言
語
』
三
二-

一
一　

大
修
館
書
店

日
本
語
の
敬
語
の
歴
史
と
文
法
化	

二
〇
〇
四
年
四
月	

『
言
語
』
三
三-

四　

大
修
館
書
店

敬
語
動
詞
に
お
け
る
視
点
中
和
の
原
理
に
つ
い
て	

二
〇
〇
四
年
五
月	�



音
声
文
法
研
究
会
（
編
）『
文
法
と
音
声 

Ⅳ
』　

く

ろ
し
お
出
版

文
脈
的
結
果
状
態
に
基
づ
く
日
本
語
助
動
詞
の
意
味
記
述	

二
〇
〇
四
年
七
月	�



影
山
太
郎
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
語
の
分
析
と
言
語

類
型
』
柴
谷
方
良
教
授
還
暦
記
念
論
文
集　

く
ろ
し

お
出
版

全
国
共
通
語
「
お
る
」
の
機
能
と
そ
の
起
源	

二
〇
〇
四
年
八
月	�



近
代
語
学
会（
編
）『
近
代
語
研
究
』第
一
二
集　

武

蔵
野
書
院

研
究
手
帳
：
〈
ア
ル
ヨ
こ
と
ば
〉
そ
の
後	
二
〇
〇
四
年
一
一
月	

『
い
ず
み
ミ
ニ
通
信
』
三　

和
泉
書
院

近
代
日
本
小
説
に
お
け
る
「（
人
が
）
い
る
／
あ
る
」
の
意
味
変
化	

二
〇
〇
四
年
一
二
月	�

『
待
兼
山
論
叢
』
文
学
篇
、
第
三
八
号　

大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
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歴
史
的
に
見
た
「
い
る
」
と
「
あ
る
」
の
関
係	

二
〇
〇
五
年
三
月	�



日
本
語
文
法
学
会
（
編
）『
日
本
語
文
法
』
五-

一　

く
ろ
し
お
出
版

金
剛
寺
一
切
経
の
古
訓
点
本
―
『
維
摩
経
』
を
中
心
に
―	

二
〇
〇
五
年
五
月	�



石
塚
晴
通
教
授
退
職
記
念
会
（
編
）『
日
本
学
・
敦

煌
学
・
漢
文
訓
読
の
新
展
開
』　

汲
古
書
院

日
本
語
敬
語
の
文
法
化
と
意
味
変
化	

二
〇
〇
五
年
七
月	�

『
日
本
語
の
研
究
』
一-

三　

日
本
語
学
会

古
代
・
中
世
の
「
を
り
」
と
文
体	

二
〇
〇
五
年
一
〇
月	�



築
島
裕
博
士
傘
寿
記
念
会
（
編
）『
築
島
裕
博
士
傘

寿
記
念 

国
語
学
論
集
』　

汲
古
書
院

役
割
語		



二
〇
〇
五
年
一
〇
月	�



真
田
信
治
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
の
多
言
語
社
会
』　

岩
波
書
店

存
在
表
現
の
歴
史
と
方
言	

二
〇
〇
五
年
一
一
月	�

『
国
語
と
国
文
学
』
八
二-

一
一　

東
京
大
学
国
語

国
文
学
会

役
割
語
と
し
て
の
ピ
ジ
ン
日
本
語
の
歴
史
素
描	

二
〇
〇
六
年
四
月	�



上
田
功
［
ほ
か
］（
編
）『
言
外
と
言
内
の
交
流
分

野
：
小
泉
保
博
士
傘
寿
記
念
論
文
集
』　

大
学
書
林

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

対
照
役
割
語
論
へ
の
誘
（
い
ざ
な
）
い
（
総
括
）	

二
〇
〇
六
年
六
月	�

K
L

S 

二
六
：Proceedings of the T

hirtieth 

A
nnual M

eeting June 

四-

五
、
二
〇
〇
五　

関

西
言
語
学
会

古
代
・
中
世
日
本
語
用
例
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
つ
い
て	

二
〇
〇
六
年
九
月	�



音
声
文
法
研
究
会
（
編
）『
文
法
と
音
声 

Ⅴ
』　

く

ろ
し
お
出
版

日
本
語
ア
ス
ペ
ク
ト
の
歴
史
的
研
究	
二
〇
〇
六
年
九
月	�



日
本
語
文
法
学
会
（
編
）『
日
本
語
文
法
』
六-

二　

く
ろ
し
お
出
版

「
～
で
い
る
」
に
つ
い
て	

二
〇
〇
六
年
一
〇
月	�



益
岡
隆
史
［
ほ
か
］（
編
）』　

く
ろ
し
お
出
版

日
本
（
語
）
へ
の
発
信
・
日
本
（
語
）
か
ら
の
発
信
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
語
用
論
：
そ
の
可
能
性
と
課
題
」）

177

U00-4_167-184_osakadaigaku-T_ONO_04.indd   177U00-4_167-184_osakadaigaku-T_ONO_04.indd   177 2022/03/16   9:542022/03/16   9:54



		


二
〇
〇
六
年
一
二
月	�

『
語
用
論
研
究
』
八　

日
本
語
用
論
学
会

役
割
語
研
究
の
展
開	

二
〇
〇
六
年
一
二
月	�

『
日
本
語
学
研
究
』
一
七　

韓
国
日
本
語
学
会

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
文
体
・
ス
ピ
ー
チ
ス
タ
イ
ル	

二
〇
〇
七
年
四
月	�



加
藤
昌
嘉（
編
）『
源
氏
物
語
の
こ
と
ば
と
表
現
』講

座 

源
氏
物
語
研
究
、
八　

お
う
ふ
う

言
と
文
の
日
本
語
史	

二
〇
〇
七
年
一
一
月	�

『
文
学
』
第
八
巻
・
第
六
号　

岩
波
書
店

（
共
著
）
金
剛
寺
蔵
長
寛
三
年
写
『
観
無
量
寿
経
』
影
印
・
訓
読
・
解
題	

二
〇
〇
八
年
一
二
月	�

『
金
剛
寺
蔵
観
無
量
寿
経
・
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願

生
偈
註
』　

国
際
仏
教
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
実
行
委
員
会

意
志
性
・
主
観
性
と
文
脈	

二
〇
〇
九
年
二
月	�



由
本
陽
子
［
ほ
か
］（
編
）『
語
彙
の
意
味
と
文
法
』　

く
ろ
し
お
出
版

4
・
1
・
3 

文
法
2
―
文
末
表
現	

二
〇
〇
九
年
一
一
月	�



計
量
国
語
学
会
（
編
）『
計
量
国
語
学
事
典
』（
株
）

朝
倉
書
店

「
敬
語
優
位
か
ら
人
称
性
優
位
へ
」
再
考	

二
〇
一
〇
年
二
月	�

『
語
文
』
第
九
二
・
九
三
輯　

大
阪
大
学
国
語
国
文

学
会

現
代
日
本
語
の
役
割
語
：
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
話
体
の
研
究	

二
〇
一
〇
年
六
月	�

『
言
語
学
と
日
本
語
教
育
』
Ⅵ　

く
ろ
し
お
出
版

現
代
日
本
語
の
役
割
語
と
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ	

二
〇
一
〇
年
八
月	�

『
日
東
学
研
究
』V

ol 

二　

韓
国
・
江
原
大
学
校
・

日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー

日
本
語
と
英
語
と
の
接
触
―
昭
和
・
平
成
を
中
心
に
―	

二
〇
一
〇
年
一
一
月	�

『
日
本
語
学
』
二
九-

一
四　

明
治
書
院

翻
訳
に
お
け
る
制
約
と
創
造
性
―
役
割
語
の
観
点
か
ら
―	
二
〇
一
一
年
三
月	�



杉
藤
美
代
子
（
編
）『
音
声
文
法
』　

く
ろ
し
お
出
版

日
本
語
史
と
は
な
に
か
―
言
語
を
階
層
的
な
資
源
と
見
る
立
場
か
ら
―	
二
〇
一
一
年
三
月	�

『
早
稲
田
大
学
日
本
語
研
究
』
第
二
〇
号　

早
稲
田

大
学
日
本
語
学
会

第
9
章
：
丁
寧
語
の
語
源
と
発
達	

二
〇
一
一
年
四
月	�



高
田
博
行
［
ほ
か
］（
編
）
著
）『
歴
史
語
用
論
入
門

178
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―
過
去
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
復
元
す
る
―
』

シ
リ
ー
ズ
・
言
語
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
三　

大
修
館

書
店

日
本
語
の
将
来
を
考
え
る
視
点
―
「
言
語
資
源
論
」
の
視
点
か
ら
―	

二
〇
一
一
年
五
月	�

『
学
術
の
動
向
』
第
一
六
巻
第
五
号　

日
本
学
術
会

議
（
編
集
協
力
）・（
財
） 

日
本
学
術
協
力
財
団
（
発

行
）

（
共
著
）
大
阪
大
学
卒
業
論
文
よ
り
（
2
0
0
2
～
2
0
1
0
）	

二
〇
一
一
年
五
月	�



金
水
敏
（
編
）『
役
割
語
研
究
の
展
開
』　

く
ろ
し
お

出
版

現
代
日
本
語
の
役
割
語
と
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ	

二
〇
一
一
年
五
月	�



金
水
敏
（
編
）『
役
割
語
研
究
の
展
開
』　

く
ろ
し
お

出
版

（
共
著
）
フ
ラ
ン
ス
語
談
話
会
報
告
「
時
制
体
系
を
め
ぐ
る
対
照
言
語
学
的
視
点
」（
金
水
担
当
は
「
物
語
構
成
の
た
め
の
階
層
的
時
間
把
握
―
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
を

例
に
―
」）

		


二
〇
一
一
年
六
月	�

『
フ
ラ
ン
ス
語
学
研
究
』
第
四
五
号　

日
本
フ
ラ
ン

ス
語
学
会

第
1
章 

文
法
史
と
は
何
か 

第
3
章 

統
語
論 

第
5
章 

直
示
と
人
称 

5
・
1
人
称
に
関
わ
る
現
象
の
歴
史
的
変
化”

		


二
〇
一
一
年
七
月	�



金
水
敏
［
ほ
か
］（
著
）『
文
法
史
』
シ
リ
ー
ズ
日
本

語
史
、
三　

岩
波
書
店

言
語
のecology/ecology

の
言
語
―
国
語
・
方
言
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
―	
二
〇
一
一
年
八
月	�

『
日
語
日
文
学
研
究
』
七
八-

一　

韓
国
日
語
日
文

学
会

言
語
資
源
論
か
ら
平
安
時
代
語
を
捉
え
る
―
平
安
時
代
「
言
文
一
途
」
論
再
考
―	

二
〇
一
一
年
九
月	�

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
二
七
輯　

訓
点
語
学

会

第
1
章 

日
本
語
史	

二
〇
一
一
年
一
〇
月	�



益
岡
隆
志
（
編
著
）『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
語
学
―
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U00-4_167-184_osakadaigaku-T_ONO_04.indd   179U00-4_167-184_osakadaigaku-T_ONO_04.indd   179 2022/03/16   9:542022/03/16   9:54



こ
と
ば
の
奥
深
さ
を
知
る
一
五
章
―
』　

ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房

役
割
語
と
日
本
語
教
育	

二
〇
一
一
年
一
二
月	�

『
日
本
語
教
育
』
一
五
〇
号　

日
本
語
教
育
学
会

理
由
の
疑
問
詞
疑
問
文
と
ス
コ
ー
プ
表
示
に
つ
い
て	

二
〇
一
二
年
三
月	�



近
代
語
学
会（
編
）『
近
代
語
研
究
』第
一
六
集　

武

蔵
野
書
院

（
共
著
）“M

odern Japanese ‘Role Language’

（Y
akuw

arigo

）: fictionalised orality in Japanese literature and popular culture”

		


二
〇
一
一
年	�

Sociolinguistic Studies V
ol 

五-

一 “Sheffi
eld: 

Equinox Publishing“

疑
問
文
の
ス
コ
ー
プ
と
助
詞
「
か
」「
の
」	

二
〇
一
二
年
一
一
月	�

『
国
語
と
国
文
学
』
八
九-

一
一　

東
京
大
学
国
語

国
文
学
会
（
編
）
明
治
書
院
（
発
行
）

（
共
著
）
国
仏
本
『
摩
訶
止
観 

巻
第
一
』
に
つ
い
て	

二
〇
一
二
年
一
二
月	�

『
い
と
く
ら
』
第
八
号　

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

古
写
本
研
究
所

日
本
語
の
疑
問
詞
疑
問
文
と
「
の
」
の
有
無	

二
〇
一
二
年
一
二
月	�

『
語
文
』
九
九　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

役
割
語
研
究
の
10
年	

二
〇
一
三
年
六
月	�

『
台
灣
日
本
語
文
學
報
』
三
三 　

台
灣
日
本
語
文
學

會

役
割
語
研
究
の
10
年	

二
〇
一
三
年
六
月	�

『
日
本
研
究
』
第
一
四
輯　

釜
山
大
学
校
・
日
本
研

究
所

日
本
語
語
彙
史
と
は
何
か
―
言
語
を
階
層
的
な
資
源
と
見
る
立
場
か
ら
―	

二
〇
一
三
年
六
月	�

『
日
本
語
学
・
日
本
語
教
育 

三 

語
彙
』（
同
、
韓
国

語
訳
）J&

C

第
15
回BA

T
J

大
会
：
基
調
講
演 

日
本
語
の
正
し
さ
と
は
何
か	
二
〇
一
三
年
九
月	�

BA
T

J Journal N
o.14　

英
国
日
本
語
教
育
学
会

役
割
語
研
究
の
10
年
―
日
本
大
学
国
文
学
会
講
演
記
録
―	

二
〇
一
三
年
一
二
月	�

『
語
文
』
第
一
四
七
輯　

日
本
大
学
国
文
学
会

（
共
著
）「
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
本
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
一 （
翻
字
）」	

二
〇
一
四
年
三
月	�

『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
蔵 

金
剛
寺
蔵 

摩
訶
止

180
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観 

巻
第
一
』日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
七
輯
、
国
際

仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所 

文
科
省

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
話
し
言
葉
に
つ
い
て
―
役
割
語
を
中
心
に
―	

二
〇
一
四
年
九
月	�



石
黒
圭
［
ほ
か
］（
編
）『
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の

接
点
』　

ひ
つ
じ
書
房

講
演
要
旨 

日
本
語
疑
問
文
の
問
題
点	

二
〇
一
四
年
一
一
月	�

『
歴
史
言
語
学
』
第
三
号　

日
本
歴
史
言
語
学
会

日
本
語
の
疑
問
文
の
歴
史
素
描	

二
〇
一
五
年
二
月	�

『
国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ビ
ュ
ー
』
第
五
巻
第
三

号　

国
立
国
語
研
究
所

文
献
と
言
語
変
種
―
文
献
に
残
さ
れ
た
こ
と
ば
の
多
様
性
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
―	

二
〇
一
五
年
三
月	�



高
田
博
行
［
ほ
か
］（
編
）
著
）『
歴
史
社
会
言
語
学

入
門
』　

大
修
館
書
店

古
代
日
本
語
の
主
格
・
対
格
の
語
順
に
つ
い
て	

二
〇
一
五
年
三
月	�



江
頭
浩
樹
［
ほ
か
］（
編
）『
よ
り
良
き
代
案
を
絶
え

ず
求
め
て
』　

開
拓
社

（
共
著
）
日
本
語
史
資
料
と
し
て
見
た
岩
屋
寺
蔵
『
高
僧
伝
』
に
つ
い
て	

二
〇
一
五
年
三
月	�



国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
二
〇
一
四
東
ア
ジ
ア

仏
教
写
本
研
究　

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

日
本

古
写
経
研
究
所 

文
科
省
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会

役
割
語
と
そ
の
翻
訳
に
つ
い
て	

二
〇
一
五
年
五
月	�



定
延
利
之
（
編
）『
私
た
ち
の
日
本
語
研
究
：
問
題

の
あ
り
か
と
研
究
の
あ
り
方
』　

朝
倉
書
店

「
役
割
語
」		
二
〇
一
五
年
八
月	�



齋
藤
純
男
［
ほ
か
］（
編
）『
明
解
言
語
学
辞
典
』　

三
省
堂

「
変
項
名
詞
句
」
の
意
味
解
釈
に
つ
い
て	

二
〇
一
五
年
一
〇
月	�

『
日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
』
第
八
号　

日
中

言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
研
究
会
・
好
文
出
版
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大
学
で
の
日
本
語
史
入
門
―
私
は
こ
ん
な
授
業
を
し
て
い
る
―	

二
〇
一
六
年
六
月	�



福
嶋
健
伸
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
語
学
の
教
え
方-

教
育
の
意
義
と
実
践-

』　

く
ろ
し
お
出
版

「
ウ
ナ
ギ
文
」
再
び
―
日
英
語
の
違
い
に
着
目
し
て
―	

二
〇
一
六
年
一
一
月	�



福
田
嘉
一
郎
［
ほ
か
］（
編
）『
名
詞
類
の
文
法
』　

く
ろ
し
お
出
版

役
割
語
研
究
の
国
際
的
展
開	

二
〇
一
六
年
一
二
月	�

A
ydin O

zbek

［
ほ
か
］ （eds.

） Japon D
ili ve 

K
ulturu E

gitim
i A

rastirm
alarina Y

eni 

Y
aklasim

lar 

日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
研
究
へ
の

新
ア
プ
ロ
ー
チ JD

I

シ
リ
ー
ズII　

Paradigm
a 

A
kadem

i

歴
史
言
語
学
の
新
し
い
潮
流
―
歴
史
語
用
論
と
歴
史
社
会
言
語
学
―	

二
〇
一
七
年
六
月	�

K
LS 

三
七　
（
関
西
言
語
学
会 

※
関
西
言
語
学
会

第
41
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

Ⅰ
の
ま
と
め
）

文
法
研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
―
文
法
研
究
は
経
験
科
学
た
り
う
る
か
―
（
特
集
：
文
法
性
判
断
に
基
づ
く
研
究
の
可
能
性
）

		


二
〇
一
七
年
九
月	�



日
本
語
文
法
学
会
（
編
）『
日
本
語
文
法
』
一
七-

二　

く
ろ
し
お
出
版

誌
上
講
座
「
役
割
語
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
言
語
と
そ
の
習
得
」	

二
〇
一
七
年
一
二
月	�

『
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
の
習
得
研
究
』
第
二

〇
号　

編
集
：
第
二
言
語
習
得
研
究
会 

発
行
：
凡

人
社

（
共
著
）
第
40
回
研
究
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

役
割
語
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
言
語
か
ら
見
た
翻
訳
研
究
―
村
上
春
樹
作
品
を
中
心
に
―

		


二
〇
一
八
年
三
月	�

『
社
会
言
語
科
学
』
第
二
〇
巻
第
二
号　

社
会
言
語

科
学
会

役
割
語
と
関
西
弁	

二
〇
一
八
年
三
月	�



監
修
：
真
田
信
治 

岸
江
信
介
［
ほ
か
］
編
『
関
西
弁

事
典
』　

ひ
つ
じ
書
房
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リ
ス
ト
存
在
文
に
つ
い
て	

二
〇
一
八
年
四
月	�



岡
﨑
友
子
［
ほ
か
］（
編
）『
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

中
の
日
本
語
史
』　

く
ろ
し
お
出
版

魅
惑
す
る
ナ
カ
タ
さ
ん
ワ
ー
ル
ド	

二
〇
一
八
年
六
月	�



沼
野
充
義
［
ほ
か
］（
編
）『
村
上
春
樹
に
お
け
る
魅

惑
』
淡
江
大
学
出
版
中
心

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
―
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
作
品
、
村
上
春
樹
の
小
説
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
―

		


二
〇
一
八
年
七
月	�



定
延
利
之
（
編
）『「
キ
ャ
ラ
」
概
念
の
広
が
り
と
深

ま
り
に
向
け
て
』　

三
省
堂

小
説
に
お
け
る
仮
名
の
一
用
法
と
翻
訳
―
村
上
春
樹
作
品
を
例
に
―	

二
〇
一
八
年
一
〇
月	�

『
こ
と
ば
と
文
字
』
一
〇　

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社

格
助
詞
【
歴
史
】  

口
語
文
法
・
文
語
文
法 
構
文
史  

構
文
論  

存
在
表
現  

陳
述  

人
称  

役
割
語 

		


二
〇
一
八
年
一
〇
月	�



日
本
語
学
会
（
編
）『
日
本
語
学
大
辞
典
』　

東
京
堂

出
版

第
六
章 

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉	

二
〇
一
九
年
四
月	�



田
中
牧
郎
（
編
）『
現
代
の
語
彙
―
男
女
平
等
の
時

代
―
』
シ
リ
ー
ズ
〈
日
本
語
の
語
彙
〉
七　

朝
倉
書

店

「
焦
点
」
の
外
延
的
意
味
論
に
よ
る
解
釈
一
斑	

二
〇
一
九
年
六
月	�

『
語
文
』
第
一
一
二
輯　

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

村
上
春
樹
作
品
と
日
本
語
史
の
共
鳴
―
『
騎
士
団
長
殺
し
』
騎
士
団
長
の
「
あ
ら
な
い
」
再
考
―

		


二
〇
一
九
年
七
月	�



中
村
三
春 

［
ほ
か
］（
編
）『
村
上
春
樹
に
お
け
る

共
鳴
』
淡
江
大
学
出
版
中
心

SP

レ
コ
ー
ド
資
料
に
お
け
る
人
の
存
在
文	
二
〇
一
九
年
八
月	�



金
澤
裕
之
［
ほ
か
］（
編
）『SP

盤
落
語
レ
コ
ー
ド

が
ひ
ら
く
近
代
日
本
語
研
究
』　

笠
間
書
院

（
共
著
）
高
山
寺
蔵
『
観
智
記 

第
二
』
鎌
倉
時
代
中
期
写
本
・
影
印	

二
〇
二
〇
年
三
月	�



平
成
三
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団 

研

究
報
告
論
集　

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
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（
共
著
）
高
山
寺
蔵
「
観
智
記
」
鎌
倉
時
代
中
期
写
本 

解
題
並
び
に
翻
字
本
文	

二
〇
二
〇
年
三
月	�



高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
（
編
）『
高
山
寺
経

蔵
の
形
成
と
伝
承
』　

汲
古
書
院

村
上
春
樹
と
関
西
方
言
に
つ
い
て
―
遠
心
的
／
求
心
的
な
移
動
と
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー	

二
〇
二
〇
年
七
月	�



中
村
三
春
［
ほ
か
］（
編
）『
村
上
春
樹
に
お
け
る
移

動
』　

淡
江
大
学
出
版
中
心

（
共
著
）
中
国
・
抗
日
作
品
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
と
日
本
人
表
象
―
『
鶏
毛
信
』
を
例
に
―	

二
〇
二
〇
年
一
一
月	�



秦
か
お
り
［
ほ
か
］（
編
）『
メ
デ
ィ
ア
と
こ
と
ば 

五
』　

ひ
つ
じ
書
房

第
15
章 

事
態
把
握
と
受
動
文	

二
〇
二
一
年
一
月	�



岸
本
英
樹
［
ほ
か
］（
編
）『
日
語
語
法
研
究
（
上
）』

外
語
教
学
与
研
究
出
版
社
（
北
京
）

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
こ
と
ば	

二
〇
二
一
年
三
月	�

『
日
本
語
学
』
四
〇-

一 

【
特
集
】
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
日
本
語　

明
治
書
院

近
・
現
代
小
説
の
片
仮
名
の
用
法
一
斑
―
村
上
春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
を
中
心
に
―

		


二
〇
二
一
年
三
月	�



加
藤
茂
博
［
ほ
か
］（
編
）『
日
本
語
文
字
論
の
挑
戦

―
表
記
・
文
字
・
文
献
を
考
え
る
た
め
の
一
七
章

―
』　

勉
誠
出
版

184
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